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はじめに

本報告書は､平成8年6月3日より6月12日までの10日間､フィリピン国ネグロス･オキシデンタル州

のバゴ市区域を中心とした､既設のバゴ川濯概システム(略称 BRI S )区域及び周辺区域を調査した

結果をとりまとめたものである｡バゴ地区の第一次調査は､平成6年1 1月6日より1 1月15日までの

1 0日間に実施されたが､今回は補足追加のために第二次調査として実施したものである｡

バゴ地区は､ネグロス島の中心都市バコロドの南方約2 0kmに位置するバゴ市を中心とした地区であり､

国家潅概庁(略称 NIA)が建設し管理運営しているBRIS (公称潅概面積12,700ha)があ

る農村地帯である｡バゴ地区には､集水面積 約80 0平方kmのバゴ川が貫流し､ BRISはこのバゴ川

から濯概用水を取水している.

調査の結果､主として次のような問産点/課題点を認識した｡

( 1 )乾期の濯概用水不足による収穫量の減少を防(･と共に､現在の二期作を三期作にすることも可

能なので､新たな水資源の開発が期待されている｡

(2)完工後すでに3 0年近く経過しているBR I Sには､既存施設の機能悪化が顕著であり､修復

/改修の必要性が高い｡

(3)国家及び周辺の工業化等に伴う社会経済状況の発展/変化に対して､ 2 1世紀にも安定的な農

村経済環境を持続出きるような､維持管理運営体制の構築が必要である｡

(4 )都市地域に比べて相対的に低い生活環境の改善と農村婦人の自立した生活環境を育成するため

に､住みやすい農村環境整備の必要性が高い｡

N I A及び現地のバゴ市も同様な認識を持ち､我が国の支援を強く期待している｡今後の方向性としては､

フィージビリティ調査又はプレフィージビリティ調査が実施され､その結果を基に､我が国の無償資金協力

を要請することが考えられている｡

その場合に､他国に比べて案件の多いフィリピンでは､他の一般の既設濯概システムの改修計画とは違った

特徴を示すことが必要であるが､ NGOの協力による維持管理､住民参加機会の増大､持続可能な環境整備

と改善等､本文に記述してあるように､本計画でその独自性を出すことは十分可能であると考える｡本報告

書で示した計画のコンポネントについては､濯概区域の施設整備を中心とした従来型の計画と比べると､か

なり広範囲のものとなっており､多少の違和感を覚えるかもしれないが､それだけに今後のモデル計画とし

ての意義も出てくるものと考える｡
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1.調査団構成

岡田 弘

桜井 正信

2.調査日程

(秩)アイ･エヌ･エー 海外部 技術次長

内外エンジニアリング(秩) 企画部 部長

調査は､平成8年6月3日から6月12日までの10日間で実施された｡

日程は､次の通りであった｡

_巳上垣
月_a

1 8年6月3日(月)

2 8年6月4日(火)

3 8年6月5日(水)

4 8年6月6日(木)

5 8年6月7日(金)

6 8年6月8日(土)

7 8年6月9日(日)

8 8年6月10日(月)

9 8年6月11日(火)

10 8年6月12日(水)

3.主要面談者

丘重呈

成田-マニラ

マニラーイロイロ

イロイローバコロド

調査内容

出発(移動)
､現地踏査計画検討

NIAと協議､資料収集

資料収集､移動､ NIA (R6)と協議

NIA (R6)と協議､移動､現地踏査

NIA (バゴ)と協議､現地踏査

バゴ市長/農民代表者と協議､現地踏査

現地踏査､ ○I SCAと協議､資料収集

バコロドーマニラ 移動､大使館及びJ I CAに報告

N I Aに報告協議､資料収集整理

マニラ一成田

山内 勝彦 氏

中村 明 氏

穂刈 達夫 氏

渡辺 重美 氏

Mr.Punz al

Mr.A. Alme ntia

Mr.Alanano

Mr.S. Japit an且

Mr.G. Cacho

Mr.D. As encio

Mr.J. Basiao

Mr.J. Dat o-o n

Mr.G. P enaflel

Mr.M. To rr e s

Mr.E. Divinagracla

資料整理､帰国(移動)

在フィリピン大使館一等書記官

匡l際協力事業団フィリピン事務所 業務班

匡l際協力事業団専門家(NIA計画部)

オイスカ バゴ研修センター 所長

NIA計画部 部長

NIA計画部 次長

NIA計画部 課長

NIA Region 6 システム管理部長(局長代理)

NIA Region 6 設計部長

NIA Reglon 6 設計部 主任技師

NIA バゴ川濯概システム 所長

NIA バゴ川瀬概システム 主任技師

NIA バゴ川濯概システム 所員

バゴ市 市長

バゴ市 主任技師
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Mr.R. Lode r o s

4.対象区域の概要

バゴ川濯概システム 農民組合連合代表

ネグロス島は､ほぼ東経122o -124o と北緯東経122o -124oに囲まれた範囲に位置している､

面積1 2,69 8km2のフィリピンの代表的な島の一つであり､サトウキピの大生産地として知られてい

る｡調査対象区域は､ネグロス･オキシデンタル州のバゴ市及び周辺区域であり､同州は､全国1 2区分さ

れた地方(Region)のうち､隣接するバナイ島の4つの州と共に､ Reglon 6(西ピサヤ地方)

に含まれている｡ネグロス･オキシデンタル州は､面積が7,92 6km2ぁる大きな小l柁､人口22 6万

人(1 9 9 0)となっており､農業が主体であるために､貧民層の割合が高い代表的な地区の一つにもなっ

ている｡その中心地はバコロド市であり､人口36万人(1990)となっている｡バゴ市は､バコロド市

の南方約20kmに位置する人口12万人(1990)の区域であり､バゴ川濯概システム(BRIS)に

より農業が主体の産業構造となっているが､近年は工業化も進展してきている｡

調査対象区域のバゴ市及び周辺区域というのは､標高2,04 1mのカンラオン(Canlaon)山の西

側斜面がギマラス(Gu imar as)海峡に接する直前の傾斜地及び海岸地帯に広がっている｡現段階で

は､調査対象区域の一部となる周辺区域の範囲は特に限定しないが､ BR I Sのための施設(ダム/貯水池､

頭首エ､苗畑等)を計画する区域が含まれ､広義にはバゴ川の流域全体も対象になると考える｡

調査対象区域は､雨期と乾期が比較的明確なフィリピンの気候区分のタイプ Ⅰとなっており､通常年では

1 2月から4月までが乾期となっている｡年間雨量及び月別の変動は年により叉場所(標高)により差がで

るが､低地部の平均は､ 2,500mm程度である｡参考として､図1にネグロス島の等雨量緑園､図2及

び3に､ BRI S区域の南側に位置するラ･カルロタ及びラ･グランハの各観測所の平均雨量を示す｡

バゴ川濯概システムの水源となっているバゴ川の流量は､マアオ(Ma-ao)の水位流量観測所の記録が

あるが､欠損期間も長く､異常値も含まれている他､ BR I Sの完成後は上流側で取水した後の流量となっ

ている｡従って精度の高い涜量を算定するのは半しいが､試算によると雨期と乾期の差は雨量程顕著ではな

く､バゴ川取水堰で換算した流量は､平均的には､降雨の時期より1-2カ月遅れて流出している傾向があ

り､ 7月-12月には50-70m3/sであり､ 1月-6月には18-30m3/s程度である｡しかし､

各年により変動が大きい｡

5.計画の概要

5.1 計画の名称及び位置

名称 バゴ地区持続可能な農村環境改善計画

(Bago Rural Area Sustainable Enviro7)mental Improvement Project)

但し､計画の名称は､今後の検討により必要があれば変更するものとする｡
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Mean Monthly Rainfall

La dranJ-a Sta" La Carlota (1975-1992)
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Mean Month一y Rainfall

LaJ Gran1'a Exp. Station (1967･1991)
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位置 ネグロス･オキシデンタル州 バゴ市及び周辺区域

5.2 相手国担当機関

国家潅概庁(NIA)

5.3 バゴ川車載システム(BRIS)の現況

バゴ川濯概システム(BRIS)は､ネグロス島にある国家濯概庁(NIA)が管理運営する2つプロジェ

クトのうちの1つであり､ネグロス･オキシデンタル州のバゴ川下流域に広がる､公称濯概(水供給)面積

12,700haを対象としたシステムである｡その内訳は､水田濯概面積が9,773ha､サトウキピ他

台地作物が2,765ha､そしてその他(工業用及びフィッシュポンド用)が1 62haとなっている｡

BR I Sに関する建設以前の調査計画及び建設に関する資料は､他のNIAのプロジェクトと同様に､ほと

んど残っていないが､ 1 9 5 7年に工事が開始され､完成までに約1 0年間かかったとのことであるo現地

のプロジェクト管理事務所の資料によると､実際の潅概面積は､最大で約9,7 0 0haであり､年によっ

て多少の変化があるが､雨期は約9,000-9,700haの範囲にあり､乾期には約5,900-

9,500haを対象としている｡この潅淑面積は､主として水田を対象としたものであるが､サトウキビ

畑に対するものも含んでいるとのことである｡雨期における変動は､主としてその時の降雨量によるサトウ

キビ畑への濯概用水の需要の変化によるものであり､乾期における変動は､主として水不足の程度によるも

のである｡

ここで注意すべき点として､濯慨対象となった区域に対して､濯概により収益の上がった区域が少ない年が

多いということがある｡例えば､ 199 1年の乾期には､約9,500haに濯慨用水を供給したのに対し､

実際には6,4 0 0ha程度しか収益が上がらなかったとう状況である｡その原因は､主として供給された

水の量と期間が不十分だったことである｡例えば､農民からのクレイムとして､乾期に水路に水が流れてき

ても､一週間のうちに2､ 3日間であり､しかも自分が使えるのは1日または数時間のみという制限を受け

ているという話を聞いた｡主水路の近くの水田での収穫が多いという話からも､濯概されているという区域

でも実際には水不足になっている場合があるということがわかる｡

叉､ BRI Sでは､米の二期作が基本となっているが､水さえあれば､ほとんどの区域で三期作が可能との

ことで､実際に､主水路に沿った一部の区域では､毎年三期作になっているとのことであった｡

一方､ BRISは建設後約30年を経過していることもあり､叉維持管理が不十分だったこともあり､多く

の施設の機能が悪化していたo各種ゲートを伴う施設では､そのほとんどの箇所で機能不全が目立ったし､

バゴ川を横断するサイフォンの片側は内部で閉塞されていた｡叉､水路に沿った道路は凹凸が激しく､不良

区間が大部分という感じに見えた｡その他､ 4 0年前に計画されたシステムであることもあり､水路の漏水､

低地部の排水不良､バゴ川洪水時の潅概用構造物の破壊/破損に対する危険度等､計画そのものが持ってい
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る問題点も確認されたo

さらに､ BRISの特徴として､水田以外にサトウキビ畑の割合がかなり高く(約3割) ､将来の計画とし

て､サトウキビ畑の水田への転換を含めた､両者の調和が課題となるものと考える｡

5.4 計画の背景

1 9 9 4年1 1月に実施された第一次現地調査では､主として乾期の水不足が問題となって､その対応索と

してダム貯水池等が提案された｡今回の第二次現地調査では､さらに多くの問麓点や課題点があることがわ

かった｡整理すると次のようになる｡

(1 ) 農村の生活環境の改善と向上に係わる課題/問題

A.コミュニティ活動のための施設不足

ち.レクリエーション施設の不足

C. (市街地区と比較して)収入が低く不安定

D.婦人の自主的活動性が低い

E.公共用水道施設の未整備(各戸毎の井戸水使用)

F.道路状態の悪化(でこぼこ道で水溜り多い｡維持管理不足｡ )

G.公共施設不足(郵便局､学校等)

H. (将来の)農村労働者不足の可能性

(周辺地区のエ場進出や農村生活の近代化の遅れによる若者の農村離れ)

Ⅰ.子供達の危険な場所(特に水路)での逆び

∫.水源地区域となる流域は樹木が少なく､水源面責能力不足､土壌流失等の問題に対する森林環境

整備が望まれる｡

(2) BRI Sの農業生産性の改善と向上に係わる課題/問題

A.乾期のバゴ川(BRI Sの水源)の水不足による､濯概面積の減少(平均的に

2,000-3,000ha)

B.ゲート付き水路構造物の機能不足(操作不能になっているゲートが多い｡

主として取水ゲート及びチェックゲート)

C.雨期における南部区域の冠水(排水容量不足と高潮による)

D.濯概用水路からの漏水(ライニングしていないため)

E.潅概用水路内の堆砂と洗掘(維持管理用機械の不足)

F.相当な割合を占めるサトウキビ畑と水田との調和

(水供給が十分ならば､水田の方が望ましいという意見)

G.収穫後処理施設が不十分

H.維持管理用機械が不足している｡
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Ⅰ.道路状態が悪く､各種運搬に支障がある｡

J.濯概用水の供給を増加出きるなら､濯概区域の増大や三期作により､生産増が可能o

K.将来の農業生産性向上に対する研究･指導システムがあることが望ましいo

(3) BR I Sの既設構造物の洪水時の危険性に係わる課題/問題

A.バゴ川取水堰及び取水口のバゴ川洪水に対する危険性(ゲート操作不能や構造物の既設不適切な

配置による河道阻害と河横不足｡昨年1 0月の大洪水では､構造物の破壊と水路内の土砂堆積が

発生した｡)

B.主水路トンネル部のバゴ川洪水時の破壊に対する危険性(トンネル部がバゴ川に沿って防護工な

しに位置している｡ )

5.5 計画の目的

上記の背景を基に､本計画の目的を次のように設定した｡

全体的には､農村の持続的な環境改善をすることである｡持続的というのは､短期的な改善でなく､ 2 1世

紀においても継続していける環境の構築ということである｡主に､次のように分類される｡

( 1 )農村生活施設及び周辺環境の改善による､農民の安定的な定住化を計る｡

(2)農村婦人のコミュニティ活動への積極的な参加による､自立性の向上を計る｡

(3 )環境改善活動への農村住民の参加機会と積極性を増大させて､農村の活性化を計る｡

(4)濯概用水の安定的な供給と施設の改修により､農産物(特に稲作)の増産と安定化を実現し､

農村経済状況の向上を計る｡

(5)既設構造物の洪水に対する安全対策による､不慮の被害(潅概不能)の防止をする｡

5.6 計画実施の意義と特徴

本計画を実施する場合には､次のような意義又は特徴があると考える｡

( 1 ) (周辺の社会経済状況の変化の中で.)農村社会の持続的かつ自立した生活環境の構築

(2) 婦人の自立生向上を含めた住民主体型の管理運営｡

(3) NGOとの協調o

(4) 潅概区域の増加と三期作を可能にする水供給｡

(5) サトウキビ地帯における､水田濯概｡

(6) ピサヤ地方で､経済的に比較的低い地域となっているネグロス島の活性化｡

(7) 今後のモデル(従来型の濯概整備計画と比べて広範囲な整備計画)
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5.7 計画概要

本計画のコンポネントとしては､以下のように考えている｡

但し､下記のコンポネントは現地調査により必要と判断したものあるが､相当に広範囲となっているので全

てが本計画に含まれるものということではなく､今後の検討により多少の搾り込みが行われるものと考えら

れる｡叉､各コンポネントの数量は､ 5万分の1の地形図等により設定又は算定したものであり､現段階で

の概算の参考値である｡

A.環境改善及び保全関係

(1)コミュニティセンターの設置

コミュニティセンターの設置(3ケ所､各300-500m2の建物及び備品)

1 7ある農民組合の5-6組合毎に-ケ所を基本とする｡建物内部の施設としては､次のよう

なものを例として考えている.

･集会所/会議室

･図書室/資料室

･センター管理室

･組合事務室

･談話室

･駐車場/駐輪場

･託児所/幼稚園

･婦人労働活用訓練室

設置される3ケ所は､モデルとして建設されるものであり､その後モデルを参考にして､現地

政府等により設置箇所を増やしていくことが期待される｡

(2)農村レクリエーション施設の整備

農村レクリエーション施設(3ケ所)

各コミュニティセンターに隣接する位置､水路隙､及び集落内又は近くを優先して､その位置

を選択するものとする｡場所により施設の内容は多少異なるが､主として次ようなものを考え

ている｡

･水路際プール
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･くつろぎ公園/広場

･バスケットボール等の球技場

設置される3ケ所は､モデルとして建設されるものであり､その後モデルを参考にして､現地

政府等により設置ケ所を増やしていくことが期待される｡

(3)植林用苗場の造成

約5 h aの造成(水供給施設及び管理事務所付き)

B.インフラ施設整備関係

(1)ダム貯水池の新設

スマグ川ダム(SUmag River Dam

貯水池

流域面積 46.79

常時満水位 El. 40.00

低水位 El. 36.00

全貯水量 6.38Ⅹ106

有効貯水量 5.63Ⅹ106

形式

高さ

堤頂長

堤体積

余水吐

ダム

均一型アースダム

10.50

300

74,000

ゲートなしシュート型式

カプラ川ダム(Cabra Cr
eek Dam

貯水池

流域面積 17.64

常時満水位 El. 30.00

低水位 El. 22.00

全貯水量 ll.50Ⅹ106 m3

ifl



有効貯水量

形式

高さ

堤頂長

墳体積

余水吐

ダム

8.50Ⅹ106 m3

均一型アースダム

18.00 m

460 m

260,000 m3

ゲートなしシュート型式

(2 )マラガンダン川取水堰及び接続水路の新設

マラガンダン川取水堰.

形式

高さ(自由越流部)

長さ~ (両岸間)

土砂吐

接続水路

延長

設計流量

(3 )主水路構造物の修復/改善

自由越流堰タイプ

約 2m m

約 40m m

l 門

約 5 km

約 2 m3/s

取水ゲート

6ゲートの取り替え設置(各高さ約2.2mx幅約2.2mの鋼製スライドゲート及び巻き上げ機)

現在､ 3ゲートが操作不能で､残りの3ゲートのうち1ゲートは操作不良の状態である｡

操作可能な2ゲートも老朽化しているので､全ゲート同時の取り替えが望ましい｡

チェックゲート構造物

A-Kまでの1 1本ラテラル水路との分岐点及び排水路との分岐点にあるチェックゲート構造

物の改修

各箇所で､ゲートの多くが操作不能又は不良であり､操作可能ゲートも老朽化している

ので､全ゲート同時の取り替えが望ましい｡

サイフォン(バゴ川横断)

サイフォン内部の堆積土砂の除去
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サイフォンは2本の水路となっているが､現在右岸側が閉塞しており通水不能になって

いる｡正常にきのうしている左岸側もかなり堆積が進んでいることが考えられる｡

改修が必要な水路構造物の位置を図4に示す｡

(4)水路修復/改善(ライニング)

二次及び三次水路の修復/改善(主としてライニング)

水路内の堆積による通水の困兼及び水路からの漏水が農民組合からクレイムされ

ライニングを主体とした水路の修復/改善が望まれている｡

改修が必要な水路の位置を図4に示す｡

(5)排水システムの修復/改善(南部地域)

排水路増設(2本:各約 3kmで､幅約7mx深さ約1.2m)

防潮ゲート設置(4本の排水路末端､各水路幅約5m高さ約1.5m)

改修が必要な排水システムの位置を図5に示す｡

( 6 )バゴ川取水堰の修復及び防護

土砂吐きゲートの修復/取り替え

2 門 (各高さ約3.Omx幅約5.5mの鋼製スライドゲート及び巻き上げ機)

現在両ゲート共操作不能で閉じたままになっている｡老朽化もあり､ゲート構造物を含

めて取り替えによる改修が望ましい｡

取水口構造物の防護

水利工(Spur Dike) 2 基

取水口位置が本来の河道区間に張り出して､洪水時の河道の流水阻害を生じさせている｡昨年

1 0月2 8日に発生した洪水では､主水路の始点区間を含む取水口構造物(堤防)が越流によ

り大きく破壊され､主水路内は深さ約6mの土砂で埋没したとのことである｡本来の計画の不

備が原因となっており､本来は新たな配置計画に基づく､取水堰を含めた全体の再建設が望ま

しい｡しかし､その場合は工事費用が大きく増大するに対して､昨年のような大洪水の頻度は

13
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数十年に一回程度であるし､経済的な被害はあっても､人的被害はでにくいものと判断する｡

従って､取水口構造物の防護は､その上流側に水利工(Spur Dike) 2基を設置する

ことで､流水の直撃がないようにするものとする｡

(7)主水路トンネル部の防護

防護壁/洗掘防止工の設置

主水路トンネル部の前面が直接河道になっている区間では､洗据防止/直撃防護のために蛇篭

による防護エを行う｡

水利工(約500m区間に､約10基設置)

本格的な流路エが望ましいが､工事費用及び対岸の土地への影響に配慮して､水利工の設置に

よる水路構造物への洪水の直撃防止を計るものとする｡

(8)サービス道路の改修

サービス道路の改修 (改修区間延長:約 40km､道路平均幅:約 4m)

サービス道路は､全長1 0 0kmあるが､主して､幹線水路に沿った区間を優先するものとす

る｡叉､改修工事は砂利を敷設後転圧するだけの簡易的な改修を考えている｡

改修が必要なサービス道路の位置を図6に示す｡

(9)濯概サービス区域拡大による施設建設

濯概サービス区域拡大が可能な場合に､水路や水路構造物の新設が必要になるo

(1 0)公共用水道施設の設置

現在のところは､新たな公共用水道施設の設置については､具体的な調査を行っていないが､

各戸毎の井戸に頼っている状態は､婦人連の労働負荷にもなっており､叉衛生的にも問題があ

る｡山麓には良質の水源があるので､比較的簡易な施設/工事で安定した安全な水供給が可能

であると考えられる｡

C.管理サ-ビス関係

( 1 )維持管理用機械の補充
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現在の維持管理状況の悪さの原因としては､保有機械の状態が悪いことが一つの原因となって

いる｡維持管理用機械の補充が望ましい｡

(2)ポストハーベスト施設の増設

ポストハーベスト施設の増設も､農民組合からの要望として出ている｡ポストハーベスト施設

の増設が必要な位置を図7に示す｡

(3)農業技術センターの設置

農業技術センター(1ケ所)

次のような目的で設置される｡

･農業生産性の向上

一農作物品種改良

一濯淑施設改良

一濯概システム改善

一農薬使用の適性化

一農業機械の導入

一農作物種類の多角化/通性化

･植林活動の支援/指導

一連性樹種の選定

一各樹木種渠の特性研究

一植林方法の研究

一植林計画の支援/指導

次のような施設又は区画を予定している｡

･農業技術研究室

･植林技術研究室

一試験室(農薬､土壌､水質等)

･資料室

･集会所/会議場/研修室

･パイロットファーム(農作物用)

･事務管理室

18
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5.8 推定工事費用及びエ事工程

本計画の実施による建設費用は､現段階では具体的な積算はしていないが､約1 5-2 0億円と想定してい

る｡工事は､基本設計及び詳細設計期間を含めて､約3年間と考えている｡

5.9 維持管理

BRISは､ NIAによって建設され､ NIA Region 6 事務所が統括するバゴ支所によって全

体的な管理運営がされている｡対象地区は､ 16地区(Division A-P)に区分され､ D地区の

2ケ所以外は各地区に1ケ所の､計1 7のIA (濯概地区組合)により､各地区の直接の管理運営がされて

いる｡

本計画実施後は､現在の組織と活動が基本になることには変わりはないが､次のような状況変化があり､よ

り有効な推持管理運営が出きるものと考える｡

(1) NGOの協力

BR I S地区内に､我が国のNGOとしては代表的な活動をしている､オイスカのバゴセンタ

ーがある｡彼らの活動は､本計画の維持管理活動に役立つものであり､協調体制が取れること

を期待している｡

(2)コニュニティセンターの利用

各地区内に設置されるコニュニティセンターは､村民の各種活動の拠点として利用されるもの

であり､本計画の維持管理活動にも役立つものである｡

(3)農業技術センターの活用

農業技術センターは､本計画の維持管理活動に有効な各種機能を持つ｡

6. 収集資料リスト

基本的な資料は前回の第一次調査で収集している｡前回と同じ資料も一部再収集したが､今回の調査で､新

谷収集した資料は､次の通りである｡

( 1 ) NationalIrrigation System,AnntJal Report (1994)

( 2 ) Negros OddentalIrrigation Development Plan (CY 1996-2000)

(3 ) 5 Year Historica】 Data on National Irrigation System Operations (RegioI)6 , 1989-1993))

(4) バゴ市概要書

(5) バゴ川横断サイフォン平面位置図(青焼き 1葉)
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(6) バゴ市紹介パンフレット

(7) 国際空港計画位置平面図(青焼き 1菜)

(8) BRISのラテラル水路Cの平面､縦断､及び横断図(青焼き9葉)

(9) 改修が必要な水路及び水路構造物位置図(青焼き1葉)

(1 0)改修が必要な道路位置図(青焼き1葉)

(1 1)改修/増設が必要な主要排水路位置図(青焼き1葉)

(1 2)ポストハーベスト施設設置要望位置図(青焼き1葉)

7.参考資料

本調査報告書の参考として､次の資料を添付する｡

(1)バゴ市概要

(2)オイスカ(NGO)の活動概要
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バゴ市概要
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Repubhc Act No†

~4382･with

don. M.eLmel･Y. Torres aB the ho払over LMayor ･tiom
f血el∝出qn血1959･

LOCATION/ ■BOUNDARIES

･

Bago.CBy is in the 4th djstTict b土Negro9
OcddemiL

■ westem part of Negros lsland･ 183
degrees lopg加de; 10 degrees la血de･

･･215 よms. frozn飴｡olod City′the capital o土N_egTOS αddental ■

一Boundedintk northby Bacolod City And.Murcia′
on tk northyest by G血a=is

･strait′on the southwest by Fulupandan and･Vauadohd1
0n the Bast by the dties of 5aLn

carlos artd ⊂anla-8n′ OIL the southby.t^
Callota ⊂itv･

puu●1■1CAL SU土うじ1VISIONS
●ヽ

-.一Composed of 24 ba=angays;
21 nz=d and 3 u=ban･

t

urb叩8a=angays are Poblacion′ Ma49 and Ma-ao
Cbntral･

1 Brgy,払cong MontLla
'w姐a
distLmCeOf 29･5O kms･

fro皿the city proper
is the

. farthest barangay･

LAN I) Alく上A.

･

The city
has a total1aLn-d area of 38ノ舛1･29 hectares･

･

4,21S hed訂eS belonged to Mt･ C-1aon甲ational.Park,I ,
.

Brgy･ Bacong hLLS the biggest.血d a托a With 6,051･$781
hs･

† Brgy･ fiahgas喝has the shanest a代a With
14･9･9645 he血托S.

*

Dago City hs llltX) hectares-wat占r area and 15
hms coastline･

MOU N'1●AIN■ lW日出S

･

The甲Ountain rangesIOf Mt･ C血aon which runin山e northsouth
direction

m並e
a

natural
boundary withthe cityl of Sam

Carlos･

i)RANAG E
l

†

Bago City is traversed bythe widestriver
in the province′the

B- River, which

staTtS fTOTn the TIOTthe8St S-ot" Of
Mt. CB巾on and drains

into GuiTnaTaS StTaiL
▲
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a ELIGION

★
85･9rb are Roman Cathoh⊂ 6･19r. am Aghpayan

-

3･68% are Protestants 2･58r･ are Iglesiani Kristo
Andthe remaining are either Jehovah's Wiふesse5,nurd of the Latterday Saints,
Seventh Day■ Adventists,et⊂･

-

ECONOMY

□ヾCOME
★

1993 GfOSS hco工ne
*

1994 Gross hcome
●

1

1995Amuil Budget
'

1996 A血ualBlldget

P 156′275,500.76

P 168,503,283.22

P 156,298,1m.46

P 172,119′8$0.(刀
I Fa-ing and Fishing aretheェーain sol]r⊂eS OfincoⅡ-e of the people.

'血IPIoyment and Business are other sources of income･

MARKET AND COMMODITY FLOWS
★

Has'market hnkages'withthe towns
of Vanadolid′ San hrique′

Ponteved=a′

Pulupandan aLnd La Carlota City･p
I

commerdal Public market in Pobladon, Ma-ao, Ma-ao Central:

RAW MAT王;RIALS AVA皿ABLE

'

sugar
/
pahy.

+

+
･
･
I

Co Ⅲl

⊂o cot-ut

coffeel
★

Ordlard
★~L Abacca
I

Vegetable
-

RootCrops

*
. 8aLnatna

*

FishPonds .
■

BaェIboo

-

Livestock and Poultry Population as of 1995:

Cattl e

flo gs

Poultry

Ho rse

Turkey

Qua il

2′298

21
,647
1 8,909

127

1,168

561

25

1,938,553･93 Lkg･

85,088.63 mt.

122.63 mt.

342.00mt.

111.27 mt.

736.57 nt.

86.57 mt.

5a.18 mt.

1,526.94 mt_

3′010.92 mt.

887.36 mt

764.17 mt.

Caraba o

Coats

Sheep.

Dtl Cks

Geese

4′308

2′912

･ 174

26,23 3

434



lし

I

1990 Census sh.wedthere are 22′354 househc;1d in 8ago City.

･.Housdold PTO]'ection hsing Sago City HH gro.wth mte of 217r･ ･

蒜
隅
S
農
芸
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珊
貰
脚
芸
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還
御
諾
漂
脚
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脚

芸
a
5
蒜
芸
濃
誓
欝
芸
謬
器
芸
濃
蒜

蒜
諾
登
4

-

2
濃
雷
雷
蒜
還
S
～

I

･Bs雷oss仰

蒜m4-
6
農
芸
朔
畏
.
登
僻
諾
S
s
s
欝
漂
謬
拶
.

･
還
湖
諾
思
岬
邦
農
芸
品
等
器
仰
品
濃
濃

'

〓

･
蒜
欄
･
加
温
芸
8
-
-
芸
濃
畏
抑
脚
T
5
雷
仰
芸
濃

TOTAL

1. Abuaw

2. Aliana

3･ AtipuluLLn

4･ Bacong Montiua

5･ 8agr?y

6こBahgASag

7. 73inubuhaLn
･

8: Busby

9･'Cilu皿angan

10. Caridad

ll. Duho

12･叫甲
13･ LA㌢aSeLn

14. Ma-aく〉

15. Ma-ao Central

16. Maihm

17. Malingin
18. Napoles

19. Pa⊂o1 `

2O. Poblacion

21･ Sagasa

22. Sampird

23. Tabunan

24. Tdoc



SLOPE

.ち

一Moderately slop血g
to ionhg laLnds.

1 Slopes rzLnging from 0 to 3% ⊂ompn等ぢ22′911･42 has･′3 to 8 r･
clompTises

5′783･92 has･,

8 to 18 A comprises 4′682･22 ha-s･1 18 to SO為 comprises l′514･84, 30 to 50% steep hills

.and
ro皿hg comp工-S. 1･735･18 has･･･and very steep aLnd甲Ot-tainous 50r. ■above

⊂ompris占2313･57 has･ I

CL仙TE, RAmFALL AND TモMPERATURE

★

wet from 'May to I)e｡ember
anヰdry

from JaLnuary.tOApril
･ Tempehtt工陀1evel i5 23･9 deg7ee ⊂elsius･~
･

Averageminfal1 recワrded was 148･99 inches for 159.-ainv days per yeaT･
*

Average rainfall level
is 5･53 nm.

Po p ULATION

･ First recorded population was ･23,630in1903･
●

1990 census Sh?wed 8a由City has a.population ■of122′863 ; 51･51 ro ale甲ales.-a
48.49r.. are females. I

■ Sex 7a申o is for every 106 males there are
100 females.

■

BEgy. MaJO hasthe biggest population of 12′710, as of 1990･
+

prey Bagroy hasthe lowest population of l′4431･
ヽ

pQf:ULATIONPOUSEHOLD PRO押mQNS:

･鮎sed opthe dty's growthn.te of 2.12r.′th占folloyyingare the Bago City'spopulation:

･
TOTAL

1. 'Abua胤pー

2. Ali山1ヱ丘

3. Atipulua爪

4. T'3wr.a-!･.!〇r.出h

5･ Bagrc)I

6.地h..･gA-q-g

7_ fh1111
1ht]
hf一n-

8. Bu盟y

9. CalllZWgeLn

10. Cadd且d

ll. thlao.

12･ niJ'an

131 L且g･aSa爪

14. MむaO

15.Ma_ao Central

16. Mailu皿

17･ Malhgin

18･ Napole5

19. Pacol
■

20. Poblacipn

21･ 5hgasa

22･ Sampirdt

23.Tab unan

24. T山∝

喜
ニ
≡
≡
≡
≡
買
ニ
=

･
J
;
:
:
3
i
:

I,

)!≡!:I

1蒜
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諾
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.
岬
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還
御
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諾
脚
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j
1
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I

1
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●召ARANGAY PROFILE 1996

Baratlg&y Brgy･ Captain 監
a
.

国

.
o
f

ok

仙
p

GRAND

TO TA⊥

J..1BUANAN

2. AuAhlZA

3..ATIPLTLUAN

4. ELACOhTC

5. 8AGROY

6. BÅUNGASAG

7. BINUBUHAN1

8. BUSAY

9. CALUluANGAN

10. CARIDAt)

H. DしILAO

12. IuJAN
13. uC-ASAN

.
14.′hIA-AO

｣5.れIA-AO CENT.

16. hLAILUM

17. MAuNC[N

18.NAPOLES
●

19.PACOL
･

20. PO8uC10N

2】.SAGASA

22. SAMPLNLT

23. TABUNAN-

24. TALOC

.AN[ANO.)ALEA
FE FEuX

BONLFACEO.JAC[NTO

E:LEAS MOT[N

･CARLOS DE:.)OSE:

I/(CENTE hiAQUIuNG

PRESCIuJ CUT.JARO

RODOLFO ORO

FIDEL CAR8ANZOS

RUPERTO DIANA

RODRIG9 CUZOIV
ROGEuO.48【NDAN

CANDIDO CUEVARRA

CARUSO VILuFLOR

DENNJS DEL C).STJl10

RUBEN TORRESI
LUDOV]CO.NONAu^DA

V[CENTE ALVAREZ

JUANETO ESANAN

CARLOS
iWONDIAI

Pf:P]TO DE LA TORRE:

]ERRY RE:CALADO

ALiPARO CLARIDAD

AL8ERTO CuRO

UnspecirlCd lヵts

.
TOTAL

3 12 2占329

12 753

.7
ヰ25

9 681

'23 ｣.611

J :304

8 JO9

H 915

18
.
954

20 】.292

6
,
697

15 1.259

7 J78

10 l.j14

21 2.642

17 2.269

】9 l.】42

20 l.149

10 】.078

9
●

639

14 1.746

5] 由3jBj

lJ 】.062

Ⅰ】 639

19 ).904

9つ一2′○つ一個3
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38341190 71,773
.
67,571

2.247.5287 2.131. 2.006

566.6252 . I.125 1.O59

737.6121 J.928 】.815

6.051,8781 ヰ.267 i.O】7

363.6337 ∂43 794

149,9645 1.023 963

1.207.】089

.
2.526 2.378

1.894.6832 2.643 I 2.488

524.9394 3.495 / 3.29]1

945.∂876 l.856 l.748

2.375.9084 3.■J51 3.252

1.454.9711 J.3631 1.284

362.2109 3.897 3.669

2.693,861 】 ラ.J25 6.990

2.183.990q 6.138- 5.7_78

3.297.7377 3.002 2.826

1.394.8452 I 3.160 2.975

2.399.481 0 2.926 2,755

】.】02.7793

168.8928

637.4359

778,7380

929.763ヰ
2.555.1507

】.9】5.6634

.].738
J.636

4.9J5 ~ 4.655

2.095 l.972

2.899 ' 2.729

I.746 J.644

5.148 4.847

38,9Jl.2900 71,773 67,57l

1393J3

i.137

2.18J

:3.743
a.284

1.637

1.986

i.904

ら.13】

6.786

3.604

6.706

._).6ヰ7

7.566

14,116

1l.916

ら.828

6.135

5.681

.3.374
9.600

4.q67

5.628

3.390

9.995 I

1 3 9,343



EにISTING INDUSTRIES AND COMMER⊂IAL ESTA73LISHMEmS

サー.rhb】止Marke占
■

FisIIMa工ke亡
■

Ri⊂eMilLs
I

★

Bakery
★

St唱arCendal
I

VVhole5Ale 良 Reヒ止l
■

･
Oxyacetylene Plant

'

Alcohol Distiuery
★ Comnercialthnk
'

De寸elopment Bank
*

Services .

h
"
,
～
.
8
2
7
･
･
･
R
l
l
l
l
14

ARTS ANDCRAFrS .

★

Abac⊂a aJld Pandan Weavmg

L
■

F甲山tureMaking
■ K血tting and Embroidery
★

A
Basket hhking

･EDUCATIONAL FA⊂mS

★

:■鮎so
City ⊂o叫ege=

･1
･

- RamonTorre; NationalHighSdool
+

.OぴLadt oL'p山ar Academy
*

Pubh⊂ Elementary Sdool
●

★

Pu♭uc&PrivateKinderSd1001
- DayC甲e⊂enters I

HEALTH FA⊂mS
+ Bago City Hospital
★

Ma-ao Sugar CentralEznergency Hospital

■

.City
Health⊂ehter

' Brgy･ Health Stations
*

fhriculhlre Centers

Hope Markets

Feed Min

Warehouses

Boat Making

Sdt Making.

Hollow Blocks

Prawn Processing PlaLnt

RuralBank

Traれ5POrtation

Recrea血n

Audio/Vidio Rental

1
7
1
3
6
7
7

1
1
1
2
9
2

∫

1
1
4
3
3
4
1

2
1
2
9
3
3

4っー

Dl⊂′1.6 Extensions)

POWモR
.

★

centralNegTOS Eledric twperative hc. (CENE⊂○) servesthe power requirements

ofthe diy.
★

Asof1995, 5′800households use power from ⊂ENECO･

WATER
■ Bago City Water District (8ACIWAD) supphes water to the householdinBrgy･

Poblado】-′ t^g-asaLn′ Bahgasag and Ma-ao.

■

AsoE1995 BACrWAD hD Served 924 households.

ROADS A.ND tlRfDGES NETWORK

★
TTuCks, buses, JeePneyS and tricyde arethe甲ualznode of transportation･

■

Road Density of ･84kn･ per square
kilometer oE land aL∫ea･

★

Roads aLnd Bridges are being maintained･
'･

Totalnuznber■ofbridges are 40･

29



tABOR FOR⊂E~

★199O survey showed out of84′529 in the age group OflO to 64 years old′ 50･87芳.are

in the laもor force.

一About 56r. of thos占inthe working age′ 15･胡yrs. dld are economically productive

EXIST工NG LAND STATUS

'Built Up Areas

Resid 6ntial

Commer⊂血1
-

･tnstitutional

hd11Strial
_

Parks / Playgrol皿ds

Open Space

'Agricultural

*.Forests .

I

Swamps, Ma乃hes aLnd

Fishponds
-

Total

B由tin g

(1994)

仲IH?ctams)

822.1302

501.2836
I

16..6352 ,

L

,204.9013
89.6335

_
5.4352

4.2434

33′791.0798

4′21 8.(XX氾

110.08(X)

38,941.290O

Propos e a

(199412α)5)
(叫hebs)

3′α溜.552$

1,277.7566

158.1949

158.1949

368.8223

1,0553136

90.3237

31,616.50041

4,218. 【XXX)

98.2368

38′941 1柵

+

Foreshore Area in Punta Playa, Pobladon has land acc7.etion of51･15 hast

一Cultivated Area 34′234.32 hectares broken.down as follows:

Sugar Cane

Pala y
Aba⊂亡a ･
RootロO PS

OTd a rd

20′140･ 82 Ve ge tab le≦

ll,779.52 Bambw

96.19 Corn ･

359.28 Coffee

268106 ･ Fishpond

1 85.25

195.94

94.33

111.27

221.84

LANGUAqESPIALECTS SPOKEN

●

99･6r･ of the residents 5Peak nonggo･

*

o･4芳speak･ other languages sudl aS Tagalog, ⊂ebu且nOI Aklanon and
n-ano･
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SOURCES OF COM加托JNI(ATION･
★

m且PbqtAISbry血

I
.

■I
phBippine 7Ang DistaLnCe

Te16ph.本t.hp.ny(PLDT)
:+ PT&T･
* RCPJ
●

Fa⊂sln且ehiad血IJe

T･-
L.-･'-+.

Cd血Phork
∴丁

･
.

･二Pokom Radio/血zhdioJ
LBC

∫ .､

ノ■

′
`
■

L,I

..
I-1

/

l一､l /+ +

-

･

■
､
･

ヽ

-
r

.
-

托STTVA15
･

■

Februazy19

■
. Nov亡mber5

+_.JtznF24

⊂払止ef Day Anniversary C血b血n
'

7hsp:City触･.
Feast
of st･ Jolmtk由ptist

TOUMST ATrRAmONS

～

G臥正RAL JUAN A. ARANFA MONUMEN士

ヽ

ヽ■ ,I..:i;..~'.i.L,.{r
:/･･:I;.;

'l-I

3･jこや･

I

HISrOIuCAL MARm ON TH王1898 DECLARATION OF CANTON DE NEG由
REPUBuC 8Y.GEN. ARANETA

I

qLD DAGO B町DGE
'*

RAFAfL SALAS PARK ANT) NATURE CEm
I

HISTORI⊂AI STRUCn耽E OF TH玉5TJ JOHN ITiE BAPT7ST ROMAN ⊂ATHOuC

Cmm

-
.

I

DUENOS AⅢ塔SUMMER RESORT
I

GtmJTU71DAN BOY?GOUT CAMP

■
. 7Cm TⅧ FALLS

t-

T 'CANLAONNATIONAL PARK ･

i
GEZVEmL ARANETA Cm,I.

_′

i
. DAGO RⅣER ZFtFuGAT10N DAM .

､

'
'
･

MA-AO SUGAR mL (one of the old,e5t)
●-

QUEZONZ[RⅡ)GE
'

●
. BAGACAY FALLS

'

I AsAW _ ASAW FAL【5

-
･
-ヽ

.I-I.-･こ.･壬..-
/.A

Pttpd by?

m PLÅNNコヾG丘DtNtrLOPhfm Of下Ⅰ⊂7:
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オイスカ(NGO)の活動概要
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財団法人オイスカとは

r国づくりの基本は農業にあるJ -1961年の発足以来ーこうした考えのもと､

アジアを中心に農村地域の振興のための技術協力活動を展開してきた､日本の

N G Oの草分け的な組乱近年では緑化活軌への参加も重要な柱｡ 1妙牢に世界

に先がけて始めたラブグリーン過払をはじめ､各国の子供たちに森の大切さや

緑を愛する心を培ってもらうr子供の森J計画,日本の若者たちに植林を通し

て国際ボランティアを体験してもらうr3)日間植林ボランティアJなど,取多く

の緑化プロジェクトを推進中｡ご協力･参加･お問い合わせは下記まで｡

〒168東京都ヰ多並区和泉3-6-12 TEL 03-3322-5161 FAX 03-3324-7111

'elt句!L^'

平成7年度

アジア･オセアニアで子供たちと植林を展開
(財)オイスカ産業開発協力団(兼副

■援助事業

山J.J'J-Jt1臥ヒの1:めの植林(マングロー

ブ等)､児;T;I(･生f,Eに対する環境孜Tff､

的杯')i里長f交の盤tiut

くフィリピン､′くングラデシュ､スリ･ランカ､

マレイシア､フィジー､タイ､国内〉

配合頚/53.768千円

■進捗状況

肘4.破域が進t/アジア及びオセアニ

アの6か1郎二おいて.引地のJ(A()U_'ち

とともに･:;I:旺のJ.';-J[1,引こ榊柁行う｢子

供の允｣ ;ulii,'Iを鳩1刺しています｡

平成7年)Eは.ます711から9Tlに

かけて.フィ1)ピン.バングラデシュ､

フィジ-､クイのfllf.維L_r,I)三施しまし1..｡

仙休には. 4か==Llで約600f如†参加し､

マングローブやマホガニー1J.･ど. 5-)i

h.ucを関ろ支摺を
白木をy･罰フィi'~の子gtl:ち

行いまし1=｡

収瓜租也では､肌･1;したL'(J-イこの符

J7Lや帥肌7J.･ど.pI'(1'1こTz肘二までf7'てて

いく作jriが､呪他の人々Jf[['･じ､に'Ifわ

33

れています｡今後は.スリ･ランカと.?

レイシアでの肌株を'E:施する:(･ン王で､

LRn:..f川('n-:1tiやjR他の人々!:)けろ

a/t塊Itミナー7J.･どを行っていろところです｡



◆バゴ研修センター◆

1981年4月設立

1･受入横関 西ネグロス州バゴ市(ネグロス島)

2･経 路 :マニラ-バコロド(飛行機1時間)

バコロド-研修センター(尊20分)

3･規模 1)土地の面積 26ha (干a叫lう＼久)
2)建物の面積 1. 110m2

4.研修収容可能人数 25名程度

5･開発技術員:所長 渡辺重美(岐阜県･ 43才)

:団員 信原幹彦(大分県･ 25才)

林原`慎(広島県･241J)

6.住 所 OISCÅ II)M

P.0.BOX 747

Bacold City. Ngros Occl'dental

℡ 63-912-503-0064

7･宿軌勺容 1)水稲試験栽培及び技術指導

2)深更試験栽培及び技術指導 L7t_号)
3)割家の普及(親豚12Lqo頭･常時1 4 0頭)

4)養蚕の普及(52農家･60ha) rラれ竹･IL=

5)デイ~･ケア-･センターの援助

(16園･園児総数780名)

6)奨学制度
ヱ=柑if-$77-3

†総戸(1

7)植林活動実施(て､V"L`り.､鞘)
8) ｢+供の森｣計'&'の普及 L和o頼庭.ニ砲耕)
9)トリクル･アップ･プログラム(米国のNGO)との粒状に

よる小規模ビジネス援助(15家族)苛包魂臥
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